
蕊
年
協
力
し
て
い
る
神
戸
市
立
雲
雀
丘
中
学
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
に

よ
る
演
奏
も
残
念
な
が
ら
雨
の
た
め
、
や
む
な
く
中
止
。
や
や
さ

み
し
い
学
園
祭
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
二
○
を
越
え

る
施
設
や
団
体
な
ど
が
協
賛
し
、
出
店
し
て
い
る
バ
ザ
ー
や
模
擬

店
、
ゲ
ー
ム
な
ど
は
一
日
中
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
で
に
ぎ
わ
っ
た

こ
の
学
園
祭
の
テ
ー
マ
が
「
ひ
ろ
が
れ
、
施
設
と
地
域
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と
な
っ
て
い
る
と
お
り
、
目
的
は
こ
の
お
祭

り
を
通
し
て
施
設
の
職
員
や
障
害
を
も
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
地
域

の
い
ろ
ん
な
人
た
ち
と
顔
を
合
わ
せ
、
楽
し
く
交
流
し
、
お
互
い
の

理
解
を
広
げ
、
深
め
て
い
こ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
十
回
め

神
戸
市
長
田
区
の
丸
山
地
区
に
は
、
あ
じ
さ
い
学
園
、
あ
け
ぼ

の
学
園
、
丸
山
学
園
、
た
ま
も
園
な
ど
の
障
害
を
も
っ
た
子
ど
も

た
ち
の
通
園
施
設
が
肩
を
寄
せ
合
う
よ
う
に
並
ん
で
建
っ
て
お
り

毎
日
多
く
の
ち
え
遅
れ
の
子
ど
も
た
ち
が
バ
ス
で
通
っ
て
い
る
。

こ
の
地
域
の
路
線
バ
ス
に
乗
っ
た
り
、
こ
の
辺
り
を
通
り
か
か
っ

た
人
な
ら
、
そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
の
姿
を
目
に
し
た
こ
と
が
あ
る

に
ち
が
い
な
い
。

ま
だ
肌
寒
さ
を
お
ぼ
え
る
三
月
十
三
日
に
、
今
年
も
恒
例
の

「
あ
け
ぼ
の
学
園
祭
」
が
こ
こ
で
開
か
れ
、
地
元
の
人
た
ち
を
中

心
に
一
○
○
○
人
を
越
え
る
人
た
ち
が
こ
の
お
祭
り
に
集
っ
た
。

あじさい学園祭の入口

昭
和
蝿
年
に
第
一

回
の
あ
け
ぼ
の
学

園
祭
が
開
か
れ
て

か
ら
、
今
年
で
ち

ょ
う
ど
十
周
年
を

迎
え
た
が
、
今
年

は
あ
い
に
く
の
春

雨
に
見
舞
わ
れ
、

新
し
く
企
画
し
て

い
た
神
戸
サ
ン
バ

チ
ー
ム
に
よ
る
に

ぎ
や
か
な
サ
ン
バ

の
踊
り
は
中
止
に

な
り
、
ま
た
、
毎

一
に
あ
る
。
十
回
め

を
迎
え
た
今
、
こ

の
学
園
祭
は
単
に

施
設
の
お
祭
り
で

は
な
く
、
春
を
迎

え
る
丸
山
地
区
全

体
の
地
域
の
行

事
、
地
域
の
お
祭

り
と
し
て
定
着
し

て
き
た
よ
う
で
あ

る
。
今
年
も
丸
山

地
区
民
生
委
員
協

議
会
、
丸
山
婦
人

会
、
雲
雀
丘
小
学

校
区
連
合
子
ど
も

’
1３０
１

園生の作品もよく売れました

E 趣

蕊懇

橋
本
明
く
社
団
法
人
「
家
庭
養
護
促
進
協
会
事
務
局
長
〉

ひ
ろ
が
れ

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
輪

十
周
年
を
迎
え
た
あ
け
ぼ
の
学
園
祭

⑥
神
戸
を
福
祉
の
町
に
〈
皿
〉

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



ヨーヨー釣りは子供たちの人気の的

丸山婦人会の出店も好評

ろ
が
け
て
お
り
、
た
と
え
ば
、
五
月
の
神
戸
ま
つ
り
の
時
に
「
丸

山
ま
つ
り
」
が
行
な
わ
れ
る
が
、
障
害
を
も
っ
た
子
ど
も
た
ち
も

子
ど
も
会
に
ま
じ
っ
て
み
こ
し
を
か
つ
い
で
ね
り
歩
く
と
か
、
七

月
下
旬
の
丸
山
教
育
キ
ャ
ン
プ
村
の
キ
ャ
ン
プ
場
開
き
に
参
加
し

た
り
、
秋
の
「
丸
山
文
化
祭
」
に
は
コ
ー
ラ
ス
を
歌
っ
た
り
、
で

き
る
だ
け
地
元
の
行
事
や
活
動
に
は
一
緒
に
加
わ
る
よ
う
に
し
て

い
る
。
ま
た
、
近
く
の
丸
山
バ
ス
停
に
は
毎
日
昼
休
み
に
清
掃
に

で
か
け
、
月
に
一
度
は
近
く
の
公
園
の
清
掃
も
行
な
っ
て
い
る
。

こ
の
二
月
に
は
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
と
い
っ
し
ょ
に
高
取
山
で
植
樹

を
し
、
み
ど
り
の
町
づ
く
り
に
参
加
し
た
。

学
園
祭
だ
け
で
な
く
、
日
頃
の
地
域
と
の
つ
き
合
い
や
ふ
れ
あ

い
が
施
設
や
障
害
を
も
つ
子
ど
も
た
ち
へ
の
正
し
い
理
解
を
深
め

る
も
っ
と
も
大
き
な
力
に
な
り
う
る
。
「
丸
山
へ
来
る
と
ホ
ッ
と

し
ま
す
」
と
い
う
障
害
児
の
親
た
ち
は
多
い
、
と
い
う
。
丸
山
だ

け
で
な
く
、
神
戸
な
ら
ど
こ
へ
住
ん
で
も
ホ
ッ
と
す
る
、
と
心
か

ら
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
、
そ
ん
な
町
づ
く
り
が
で
き
れ
ば
な
あ
、

と
皿
周
年
を
迎
え
た
学
園
祭
の
な
か
で
私
は
そ
う
願
わ
ず
に
は
お

れ
な
か
っ
た
。

●
所
在
地

神
戸
市
立
あ
け
ぼ
の
学
園

神
戸
市
長
田
区
丸
山
町
二
丁
目
の
三
の
四
八

Ｔ
Ｅ
Ｌ
六
二
一
’
○
三
三
八

131

会
、
老
人
ク
ラ
ブ
第
一
丸
山
寿
会
、
丸
山
を
美
し
く
す
る
会
、
丸

山
小
子
ど
も
会
な
ど
が
積
極
的
に
参
加
し
て
い
る
。

最
近
は
よ
く
「
施
設
の
社
会
化
」
と
か
「
開
か
れ
た
施
設
ｃ

と
い
う
こ
と
が
言
わ
れ
、
い
ろ
ん
な
社
会
福
祉
施
設
が
地
域
か
ら

孤
立
し
た
閉
鎖
的
な
も
の
に
な
っ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
さ
ま
ざ

ま
な
試
み
が
各
地
で
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
こ
の
あ
け
ぼ
の

学
園
祭
な
ど
は
ま
さ
に
開
か
れ
た
施
設
を
め
ざ
す
貴
重
な
実
践
で

あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
成
果
を
あ
げ
る
ま
で
に
は
施
設
の
職
員
や

学
園
の
子
ど
も
た
ち
、
保
護
者
の
一
丸
と
な
っ
た
大
変
な
努
力
の

積
み
重
ね
が
必
要
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
し
、
ま
た
地
元
の
丸
山
地
区

の
多
勢
の
人
た
ち
の
理
解
や
協
力
が
欠
か
せ
え
な
い
も
の
で
あ
っ

た
だ
ろ
う
。

あ
け
ぼ
の
学
園
で
は
毎
月
学
園
の
ニ
ュ
ー
ス
を
知
っ
て
も
ら
う

た
め
に
「
学
園
だ
よ
り
」
を
発
行
し
て
い
る
が
、
丸
山
地
区
の
七

○
○
○
世
帯
に
も
毎
月
配
布
し
て
い
る
。
こ
れ
が
、
地
元
の
人
た

ち
が
施
設
の
子
ど
も
た
ち
の
生
活
や
、
学
園
の
な
か
の
様
子
を
理

解
す
る
大
き
な
パ
イ
プ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、

ま
た
地
区
の
民
生
委
員
も
毎
週
一
回
木
曜
日
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
学
園
に
足
を
運
び
、
施
設
と
地
域
を
結
ぶ
パ
イ
プ
役
を
か

つ
て
で
て
い
る
。

学
園
側
で
も
積
極
的
に
地
域
の
行
事
に
参
加
す
る
こ
と
を
こ
こ
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ＯＲＩＧＩＮＡＬ,
ＴＡＢＩ

察食L滴

☆
神
戸
の
名
物
だ
っ
た
大
仏

兵
庫
に
大
仏
つ
あ
ん
が
帰
っ

て
く
る
と
い
っ
て
も
、
以
前
兵

庫
に
大
仏
が
あ
っ
た
こ
と
を
知

る
人
も
、
次
第
に
少
な
く
な
り

つ
つ
あ
る
。

『
神
戸
開
港
三
十
年
史
』
に
よ

れ
ば
、
こ
の
大
仏
は
明
治
型
年

兵
庫
の
紙
問
屋
・
南
条
荘
兵
衛

ら
の
寄
金
１
万
３
千
円
と
市
民

寄
進
に
よ
る
銅
鏡
１
万
枚
を
も

と
に
、
能
福
寺
（
北
逆
瀬
川
町
）

に
建
立
さ
れ
た
と
あ
る
。
高
さ

３
丈
８
尺
（
約
ｎ
．
５
ｍ
）
重

さ
３
千
貫
（
約
ｎ
ト
ン
）
で
、

鎌
倉
の
大
仏
よ
り
は
ひ
と
ま
わ

り
小
さ
く
、
ま
た
頭
が
大
き
い

の
が
特
徴
で
あ
っ
た
。
奈
良
、

鎌
倉
と
並
ん
で
日
本
三
大
仏
と

調
わ
れ
、
神
戸
の
観
光
名
所
と

し
て
全
国
に
そ
の
名
を
は
せ
た

☆
世
界
的
に
も
有
名
な
大
仏

境
内
に
は
常
設
の
芝
居
小

屋
、
の
ぞ
き
な
ど
が
あ
り
、
一

日
中
賑
い
を
見
せ
た
と
い
う
。

大
仏
つ
あ
ん
に
お
詣
り
し
、
大

仏
の
正
面
の
線
香
台
を
捧
げ
て

132新鮮野菜とＩﾌｲﾝをべ一刻ﾆしたら
こんなに』ﾘlるい也鍾ま琴勧､力｡M《の
『と“Pコノラ切に掴)まし心
ｵ ﾘパ室
▽鱈f J L階縛。

q p O ｰ の

兵
庫
に
大
仏
っ
あ
ん
が

帰
っ
て
き
は
り
ま
っ
せ

●
兵
庫
界
隈
記
（
閲
）

本店塚本通３丁目念5 7 5 - 8 8 6 8
センタープラザ西館２Ｆ・か3 3 2 - 3 5 0 0
センタープラザ２Ｆ垂3 3 2 - 2 7 6 7
メトロこうべ･ 神戸タウン垂3 4 l - 0 4 3 9
さんブラザ３Ｆ詮3 9 1 - 3 7 2 0

画曾さ講柳能福
壷5 7 6 →0 3 3 0

香り一番味一番
サックリうまい

い
る
「
お
び
ん
づ
る
」
と
呼
ば

れ
る
二
童
子
の
頭
を
撫
で
て
帰

る
の
が
、
西
宮
内
や
大
仏
筋
の

商
店
街
に
買
い
物
に
来
た
人
た

ち
の
習
慣
で
あ
っ
た
。
（
三
船
清

「
神
戸
の
遊
び
と
遊
び
歌
」
）

大
正
４
年
、
南
米
パ
ナ
マ
運

河
開
通
を
記
念
し
て
開
催
さ
れ

た
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
万
国
博

覧
会
に
、
こ
の
大
仏
の
実
物
大

模
型
が
出
品
さ
れ
て
以
来
、
欧

米
で
は
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｂ

Ｕ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
の
名
が
広
く
知
れ
わ

た
っ
た
。
神
戸
港
に
外
国
観
光

船
が
入
港
す
る
と
、
大
勢
の
外

人
が
能
福
寺
を
訪
れ
た
と
い
う

や
が
て
第
２
次
世
界
大
戦
を

迎
え
、
敗
色
濃
い
昭
和
四
年
５

月
、
金
属
供
出
の
命
令
に
よ
り

数
千
人
の
市
民
に
見
送
ら
れ
な

が
ら
、
出
征
兵
士
な
み
に
「
赤

だ
す
き
」
を
か
け
て
出
征
、
解

体
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
一

年
後
に
は
、
日
本
は
終
戦
を
迎

え
る
こ
と
に
な
る
。

戦
後
、
地
盤
沈
下
し
た
兵
庫

の
復
興
の
核
と
し
て
、
た
び
た

び
再
建
の
声
が
上
っ
た
が
、
実

現
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
。

☆
い
よ
い
よ
再
建
へ

去
る
３
月
２
日
、
「
大
仏
再

建
に
関
す
る
総
代
会
並
び
に
世

お正月の賑わい（昭和1 1 , 1 2 年頃）写真提供／能福寺

熱蕊菖謹葦雇灘雛
例明こ為る戦職福世れが建とれＬ

といち

明るい色と
まるやかな味
織綴稀、

●
ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
０
１
１
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ

雷
剛
種
類
も
の
豊
富
な

が
れ
て
Ｐ
製
品
．
さ
牛
尭
』
ま
な
沫
覚

お
楽
し
み
く
だ
さ
い

国
繊
零
訓
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福原金比羅宮西入ル君5 7 5 - 7 9 1 3
平日・ＰＭ３～P M 1 0 ：３０
金土日・A M 1 1 : 3 0 ～P M 1 0 ：３０
水暇日定休日

一
☆
お
弁
当
の
お
か
ず
は
「
忍

一
者
ハ
ッ
ト
リ
く
ん
」
で
決
定

一
幼
稚
園
児
の
帥
％
が
お
弁

一
当
を
持
参
し
、
今
後
も
ま
す

一
ま
す
増
え
る
で
あ
ろ
う
需
要

一
に
取
組
ん
で
い
る
の
が
、
か

一
ね
て
つ
食
品
（
本
社
兵
庫
区

一
神
明
町
）
だ
。
そ
の
か
ね
て

一
つ
か
ら
新
製
品
が
発
売
さ
れ

》
た
。
そ
の
名
も
「
忍
者
ハ
ッ
ト

ー
リ
く
ん
お
弁
当
シ
リ
ー
ズ
」
。

》
０
■
０
１
０
ｂ
０
ｐ
Ｉ
０
ｆ
Ｉ
０
０
０
９
Ｄ
ｊ
０
ｌ
Ｉ
１
Ⅱ
！
‐
Ⅱ
‐
‐
，
‐

ぅ
と
思
い
ま
す
」
と
決
定
に
至

る
過
程
を
語
る
。
「
早
く
再
建

委
員
会
を
発
足
さ
せ
、
活
動
に

か
か
り
た
い
と
思
い
ま
す
が
、

何
も
決
ま
っ
て
お
ら
ず
、
す
べ

て
こ
れ
か
ら
」
と
い
う
の
が
実

情
の
よ
う
だ
。

大
仏
の
形
に
つ
い
て
も
、
①

奈
良
・
鎌
倉
の
よ
う
な
胎
内
仏

と
称
さ
れ
る
ど
っ
し
り
型
②
彫

■
０
０
０
日
０
０
６
０
日
０
■
■
０
９
９
０
句
０
日
１
８
ｇ
０
６
ｐ
６
６
９
０
６
０
Ｄ
ｌ
ｌ
ｌ
ｒ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｄ

と
し
て
、
台
座
の
み
を
残
し
て

お
く
の
も
一
つ
の
方
法
で
す
。

し
か
し
、
再
建
を
期
待
す
る
声

が
あ
ち
こ
ち
で
聞
か
れ
、
お
問

い
合
わ
せ
、
ｒ
励
ま
し
の
便
り

を
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
、
こ
れ

兵庫区中逝通Ｔ丁目４－３１
ＴＥＬ(078)577-1181～３
ＴＥＬ<078)581-2377
ＴＥＬ(078)791-7171～２

ひょうご
カレンダー

慶びの家具

蕊 》
》
”
壁

雪
い
う
も

の
だ
ろ

雲
蕊
儒
噸
鍾
蕊

人
気
者
「
忍
者
ハ
ッ
ト
リ
く
☆
プ
レ
ゼ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー
《

ん
」
を
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
本
誌
１
月
号
で
好
評
の
一

タ
ー
に
据
え
、
幼
稚
園
児
を
「
陽
気
な
カ
ニ
さ
ん
」
に
続
一

郵
緯
畦
率
握
嘩
浄
刷
吟
諦
卦
卵
琢
搾
雌
毒
垂
識
韓
症
』
癖
一

く
り
広
げ
て
い
る
。
今
回
の
を
記
名
様
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
ノ
．
一

難
識
繍
灘
－

ん
だ
か
ね
て
つ
の
新
製
品
ラ
年
令
を
ご
記
入
の
上
、
左
記
ま
で
お
一

ｉ鍵や
蕊宥馬芳春堂
本社･ 工唱兵庫区下沢通7 丁目１番2 号

ＴＥＬ(078)５７７－３５８１
直売店三宮支店、そごう店、垂水駅
ショッピングセンター、
大丸新長田店くジョイプラザ〉‘|:雲擬繍重

；湾０７８（5 7 6 ）００５４（代）

蕊北野商店
本店

山の街店
名谷店

泌鏡; ６A 。
１
１３３
１

』
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弘法大師像（北面大師）

雲

☆
朝
比
奈
隆

音
楽
生
活
別
年
記
念

「
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
夕
べ
」

６
月
遁
日
（
木
）
７
時
神
戸
文
化
大

ホ
ー
ル
ス
鯖
碗
料
／
Ａ
・
３
０
０
０
円

Ｂ
・
２
０
０
０
円

指
揮
者
、
朝
比
奈
隆
の
幸
同
楽

生
活
訓
周
年
記
念
演
奏
会
が
神

戸
文
化
ホ
ー
ル
開
館
ｎ
周
年
記

念
公
演
と
し
て
開
催
さ
れ
る
。

京
大
卒
業
後
、
昭
和
６
年
に

阪
急
電
鉄
に
入
社
、
２
年
後
に

退
社
し
て
プ
ロ
の
音
楽
家
に
な

一
人
者
で
あ
る
。
こ
の
た
び
兵

庫
県
立
近
代
美
術
館
に
て
「
柳

原
義
達
展
」
が
開
催
さ
れ
、
彫

刻
“
点
、
素
描
切
点
、
版
画
８

点
が
展
示
さ
れ
柳
原
義
達
の
歩

み
が
一
堂
に
展
覧
で
き
る
。

☆
「
柳
原
義
達
展
」
に
愛
続
者
加
名
様
を

ご
招
待
。
ご
希
望
の
方
は
ハ
ガ
キ
に
住
所

氏
名
、
年
令
、
職
業
を
明
記
の
う
え
、
神

戸
っ
子
編
集
室
「
柳
原
義
達
展
」
係
ま
で

締
切
り
は
５
月
、
日
（
火
）
消
印
有
効

☆
ア
メ
リ
カ
ン
・

ア
ン
テ
ィ
ー
ク
キ
ル
ト
展

５
月
妬
日
（
木
）
１
，
日
（
火
）

大
丸
神
戸
店
６
階
催
し
会
場

入
場
料
／
一
般
・
５
０
０
円
大
高
生
．

４
０
０
円
中
学
生
以
下
は
無
料

小
布
を
は
ぎ
合
わ
せ
、
一
針

一
針
刺
し
た
古
き
良
き
時
代
の

ア
メ
リ
カ
ン
キ
ル
ト
と
、
日
本

の
キ
ル
ト
作
家
・
野
原
チ
ャ
ッ

ク
さ
ん
の
作
品
を
集
め
て
の
キ

感
蔦

霧 画■－ョ

可酵ﾛ

P 一一戸

露震"

#惣
朝比奈陸

アンティークキルト

弘
法
大
師
の
御
入
定
１
１
５

０
年
御
遠
忌
記
念
「
弘
法
大
師

展
」
が
そ
ご
う
神
戸
店
に
て
開

催
さ
れ
る
。

主
催
／
総
本
山
高
野
山
金
剛
季
寺
、
高
野

山
真
言
宗
、
神
戸
新
聞
社

☆
「
弘
法
大
師
展
」
に
愛
読
者
釦
名
様
を

ご
招
待
。
ご
希
望
の
方
は
ハ
ガ
キ
に
住
所

氏
名
、
年
令
、
職
業
を
明
記
し
て
、
神
戸

っ
子
綱
築
室
「
弘
法
大
師
展
」
係
ま
で
。

☆
具
象
彫
刻
の
第
一
人
者

「
柳
原
義
達
展
」

５
月
迦
日
（
土
）
’
６
月
四
日
（
日
）

兵
庫
県
立
近
代
美
術
館
、
時
１
５
時

（
入
館
４
時
半
）
観
覧
料
／
一
般
・
６

０
０
円
（
５
０
０
）
大
高
生
・
４
０
０

円
（
３
０
０
）
中
小
生
・
２
５
０
円

（
１
５
０
）

１
９
１
０
年
神
戸
に
生
ま
れ

新
制
作
派
協
会
彫
刻
部
の
創
設

メ
ン
バ
ー
の
ひ
と
り
で
も
あ
っ

た
柳
原
義
達
は
、
現
在
日
本
で

品
も
活
剛
中
の
具
象
彫
刻
の
第

☆
「
弘
法
大
師
展
」

５
月
哩
日
（
金
）
１
超
日
（
木
）

そ
ご
う
神
戸
店
７
階
大
催
し
会
場

入
場
料
／
大
人
・
５
０
０
円
高
校
生
以

美
術

り
今
年
で
卵
年
に
な
る
。
大
阪

ブ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団

を
率
い
て
世
界
各
地
を
演
奏
旅

行
し
た
り
、
ベ
ル
リ
ン
・
フ
ィ

ル
な
ど
の
指
揮
も
手
掛
け
、
国

際
的
に
活
躍
し
て
き
た
。
現
在

拠
歳
だ
が
「
も
う
皿
年
頑
張
り

た
い
」
と
ま
す
ま
す
意
欲
を
燃

や
し
て
い
る
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
／
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ニ
ン
・
智
ア

ノ
協
奏
曲
第
５
番
「
皇
帝
」
交
響
曲
第

３
番
「
英
雄
」
独
奏
／
弘
中
孝

☆
大
阪
、
墓
犀
、
名
古
屋
、
京
都
の
各
市

で
も
記
念
演
泰
会
が
開
か
れ
る
。

☆
夢
の
組
合
せ

グ
ン
ゼ
ワ
ー
ル
ド
テ
ニ
ス

ｎ
日
（
水
）
６
時
哩
日
（
木
）
廻
時

６
時
神
戸
市
立
中
央
体
育
館
ひ
る
／

指
定
席
・
３
０
０
０
円
自
由
席
．
１
５

０
０
円
よ
る
／
Ｓ
・
４
０
０
０
円
Ａ

・
３
０
０
０
円
Ｂ
・
２
５
０
０
円
自

由
席
。
１
５
０
０
円

日
本
の
テ
ニ
ス
フ
ァ
ン
お
馴

染
み
の
「
グ
ン
ゼ
ワ
ー
ル
ド
テ

ー
ー
ス
」
も
今
回
で
加
回
め
。

栄
光
の
ス
ー
パ
ー
ヒ
ー
ロ
ー

と
テ
ニ
ス
ク
ィ
ー
ン
を
め
ざ
す

ヤ
ン
グ
ス
タ
ー
の
夢
の
組
合
せ

に
よ
る
第
皿
回
記
念
特
別
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
が
行
な
わ
れ
る
。

蕊
幽
蝋
選
手
／
Ｌ
・
ト
ン
プ
ソ
ン
、
Ｈ
・
マ

ン
ド
リ
コ
ワ
、
Ｎ
・
フ
レ
ー
ザ
ー
、
Ｋ
・

レ
ア
ン
ド
、
Ｒ
・
レ
ー
パ
ー
、
Ｔ
・
ロ
ー

チ
、
Ｐ
。
・
シ
ュ
ラ
イ
パ
ー
、
Ｒ
・
エ
マ
ー

ン
、
岡
本
久
美
子
、
Ｊ
・
一
言
１
カ
ム
、

ル
ト
展
。
物
を
大
切
に
す
る
心

と
家
族
へ
の
深
い
愛
情
と
ア
メ

リ
カ
の
生
き
た
歴
史
が
縫
い
綴

ら
れ
て
い
る
。

ス
ポ
ー
ツ

、、
オースチン

柳原蕊連作「道標ミ調ご' １

☆
「
キ
ル
ト
展
」
に
愛
読
者
ペ
ア
で
加
組

を
ご
招
待
。
ご
希
望
の
方
は
ハ
ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
、
年
令
、
聴
業
を
明
記
の
上
、

神
戸
っ
子
編
集
室
「
キ
ル
ト
展
」
係
ま
で

締
切
り
は
５
月
皿
日
（
土
）
消
印
有
効

１
３４
１

、
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１
１３８
１

見
せ
つ
け
ら
れ
る
こ
と
の
つ
ら
さ
と
併
せ
戦
争
を
ひ
き
お
こ
し
た

人
た
ち
の
裁
判
を
こ
の
目
で
こ
れ
ほ
ど
詳
し
く
こ
れ
ほ
ど
こ
わ
く

お
か
ん

む
ご
く
見
る
こ
と
の
嫌
感
と
恥
づ
か
し
さ
。
ア
メ
リ
カ
側
が
保
存

し
て
い
た
フ
ィ
ル
ム
に
見
る
こ
の
東
京
裁
判
。
日
本
の
記
録
フ
イ

ル
ム
を
も
併
せ
百
七
十
時
間
映
写
の
ぼ
う
だ
い
な
る
フ
イ
ル
ム
か

ら
の
四
時
間
三
十
七
分
は
そ
れ
ゆ
え
見
て
い
て
心
の
ゆ
る
む
ひ
ま

も
な
い
。
見
た
あ
と
の
苦
痛
は
胸
を
刺
す
が
日
本
人
の
す
べ
て
が

こ
れ
は
見
る
べ
き
記
録
映
画
。
そ
し
て
日
本
人
ひ
と
り
び
と
り
の

戦
犯
に
も
ア
メ
リ
カ
人
の
弁
誰
士
が
つ
き
そ
の
罪
を
か
ば
う
シ
ー

ン
に
は
驚
き
入
っ
た
。
片
方
裁
判
の
一
方
に
か
た
よ
ら
ぬ
こ
の
厳

格
。
ひ
と
り
ぴ
と
り
に
判
決
を
く
だ
す
瞬
間
の
シ
ョ
ッ
ク
は
い
か

な
る
劇
映
画
も
こ
れ
ほ
ど
の
こ
わ
さ
は
見
せ
得
ま
い
。

テ
レ
ビ
の
「
戦
争
の
嵐
」
（
一
九
八
三
）
は
す
で
に
も
う
こ
の

誌
を
手
に
さ
れ
た
こ
ろ
は
放
映
の
終
っ
た
こ
ろ
で
あ
ろ
う
が
、
こ

れ
も
四
年
が
か
り
で
製
作
さ
れ
た
。
完
成
し
た
と
き
は
一
八
五
時

間
。
一
年
が
か
り
で
こ
れ
を
十
八
時
間
に
編
集
。
こ
の
よ
う
な
こ

と
は
見
る
が
わ
の
私
た
ち
に
は
ど
う
で
も
い
い
の
だ
が
実
録
の
そ

の
歴
史
の
あ
と
そ
れ
も
第
二
次
大
戦
の
な
ま
な
ま
し
い
戦
時
下
を

映
画
に
し
て
広
い
観
客
の
テ
レ
ビ
で
見
せ
る
と
き
の
心
構
え
と
し

て
少
し
は
知
る
心
要
も
あ
る
。
戦
争
と
い
う
狂
気
の
時
代
に
お
け

る
人
間
群
像
で
あ
る
。
最
後
は
真
珠
湾
攻
撃
。
「
ト
ラ
ト
ラ
ト
ラ
」

は
劇
場
用
映
画
だ
っ
た
が
、
こ
ん
ど
は
ア
メ
リ
カ
の
テ
レ
ビ
映

画
。
ア
メ
リ
カ
人
の
こ
の
あ
た
り
の
行
動
は
実
は
い
く
ど
か
の
劇

映
画
の
中
に
も
登
場
し
た
が
「
戦
争
の
嵐
」
は
こ
れ
を
真
正
面
か

ら
描
い
て
見
せ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
、
す
な
わ
ち
ア
メ
リ
カ

●
ふ
ら
っ
し
ゅ
●
ば
つ
く
●

わ
が
命
、
映
画
に
棒
ぐ

淀
川
長
治
〈
映
画
評
論
家
〉

「
ガ
ン
ジ
ー
」
三
時
間
八
分
。
「
一
塁
尻
裁
判
」
四
時
間
三
十
七

分
。
テ
レ
ビ
長
篇
「
戦
争
の
嵐
」
十
八
時
間
。

テ
レ
ビ
の
十
八
時
間
は
第
一
日
に
三
時
間
、
一
一
日
目
に
六
時
間
、

三
日
目
に
九
時
間
を
試
写
室
に
た
て
こ
も
っ
て
見
た
。
七
十
三
歳

が
九
時
間
を
ぶ
つ
続
け
て
見
た
こ
と
は
私
と
し
て
も
私
の
エ
ネ
ル

ギ
ィ
に
感
心
し
た
。

思
え
ば
、
こ
れ
ら
の
長
時
間
映
画
に
、
人
間
人
生
そ
の
生
命
の

貴
重
な
る
何
時
間
か
が
う
ば
い
と
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、

か
じ

た
と
え
生
命
の
タ
イ
ム
を
噛
り
と
ら
れ
よ
う
と
も
、
こ
れ
ら
の
映

画
を
見
る
こ
と
の
貴
重
さ
を
力
説
し
た
い
。

「
ガ
ン
ジ
ー
」
（
一
九
八
一
一
）
は
イ
ギ
リ
ス
の
映
画
俳
優
で
あ
り

監
督
で
も
あ
る
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ア
ッ
テ
ン
ポ
ロ
ー
の
監
督
大
作
。

ロ
ン
ド
ン
で
学
ん
だ
若
き
弁
護
士
モ
ハ
ン
ダ
ス
・
カ
ラ
ム
チ
ャ
ン

ド
・
ガ
ン
ジ
ー
二
十
四
歳
が
七
十
九
歳
で
死
す
ま
で
の
映
画
。

イ
ン
ド
独
立
に
生
涯
を
か
け
た
マ
ハ
ト
マ
（
偉
大
な
る
）
ガ
ン

ジ
ー
を
描
く
に
当
っ
て
こ
の
映
画
は
イ
ギ
リ
ス
の
イ
ン
ド
人
へ
の

差
別
そ
し
て
暴
力
を
あ
く
な
く
あ
ば
く
。
糸
車
の
一
本
の
糸
を
つ

む
ぐ
あ
の
ガ
ン
ジ
ー
の
姿
を
こ
の
映
画
は
美
し
く
描
き
つ
ら
ぬ
い

た
。
画
面
に
見
る
こ
の
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
の
非
情
を
、
い
ま
イ
ギ

リ
ス
人
が
イ
ギ
リ
ス
映
画
の
な
か
に
見
せ
た
。
心
に
し
み
る
美
し

さ
は
あ
ら
ゆ
る
意
味
で
見
る
者
の
心
に
つ
た
わ
っ
て
く
る
。

「
東
京
裁
判
」
は
映
画
監
督
の
小
林
正
樹
が
数
年
が
か
り
で
あ

た
か
も
執
念
の
こ
り
か
た
ま
り
の
ご
と
き
構
え
で
こ
と
し
完
成
。

四
時
間
三
十
七
分
。
い
き
を
呑
む
。
よ
く
こ
れ
だ
け
の
フ
イ
ル
ム

を
集
め
た
も
の
。
日
本
人
が
戦
時
中
戦
争
直
後
の
日
本
人
を
い
ま
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■

一
醒
診

一

（
一
九
四
○
）
が
封
切
ら
れ
た
の
が
一

九
六
○
年
（
昭
和
三
十
五
年
）
だ
っ
た

た
め
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
が
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
が

ポ
ー
ラ
ン
ド
に
侵
攻
し
て
い
る
さ
い
ち

ゅ
う
に
実
は
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
を
や
っ
つ
け

る
映
画
を
作
っ
て
い
た
の
だ
と
い
う
こ

と
を
あ
ま
り
気
に
も
と
め
な
い
で
「
独

裁
者
」
を
見
た
人
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う

し
、
こ
の
こ
ろ
は
ま
だ
ポ
ー
ラ
ン
ド
が

ど
こ
で
こ
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
侵
攻
が
第
二

次
大
戦
の
そ
も
そ
も
の
始
ま
り
の
こ
と

も
そ
の
昭
和
三
十
五
年
ご
ろ
は
、
そ
れ

ほ
ど
く
わ
し
く
知
る
人
も
多
く
は
な
か

っ
た
の
で
は
と
い
う
よ
う
な
、
そ
の
第

二
次
大
戦
の
そ
も
そ
も
の
始
ま
り
の
こ

ろ
を
「
戦
争
の
嵐
」
は
と
り
あ
げ
て
、

や
は
り
、
こ
れ
は
日
本
人
と
し
て
も
見

る
べ
き
作
品
で
あ
っ
た
。

×

「
ガ
ン
ジ
ー
」
も
「
東
京
裁
判
」
も

「
戦
争
の
嵐
」
も
い
う
な
ら
ば
御
苦
労

さ
ん
の
映
画
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
映

画
を
作
る
よ
り
も
、
も
っ
と
ロ
マ
ン
テ

ィ
ッ
ク
な
、
あ
る
い
は
ア
ク
シ
ョ
ン
、

ス
リ
ル
、
そ
の
映
画
の
名
作
を
作
る
方

が
ソ
ロ
バ
ン
に
あ
う
で
あ
ろ
う
の
に
、

こ
れ
ら
の
人
た
ち
は
こ
の
よ
う
な
映
画

を
作
る
こ
と
に
強
い
意
義
を
持
っ
た
。

私
た
ち
は
私
た
ち
の
生
命
の
タ
イ
ム

を
削
り
取
っ
て
も
や
は
り
見
る
べ
き
で

あ
ろ
う
。
映
画
教
科
書
は
こ
の
よ
う
に

、
、
、
、

な
ま
な
ま
し
い
。

▲「職争の嵐

選
撞…

Ｌ其』

蕊

蕊
撫

蟻篭亀

１
１３９
１

▲「ガンジー」▲「東京裁判」

四
年
）
に
ド
イ
ツ
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
侵

攻
し
た
。
こ
の
と
き
は
ま
だ
ア
メ
リ
カ

は
参
戦
し
て
は
い
な
い
。
そ
し
て
ア
メ

リ
カ
の
海
軍
中
佐
が
ベ
ル
リ
ン
の
ア
メ

リ
カ
大
使
館
つ
き
武
官
と
し
て
ベ
ル
リ

ン
に
い
た
。
そ
う
い
う
こ
と
の
こ
の
と

き
の
ア
メ
リ
カ
軍
人
の
行
動
と
併
せ
、

日
本
で
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
の
「
独
裁
者
こ

人
の
目
と
心
に
と
び
こ
ん
だ
こ
の
長
篇

テ
レ
ビ
。
そ
し
て
こ
れ
が
こ
と
し
の
二

月
六
日
か
ら
十
三
日
ま
で
ア
メ
リ
カ
で

放
映
さ
れ
た
の
が
、
す
で
に
い
ま
日
本

で
放
映
、
こ
の
こ
と
が
実
は
非
常
に
大

切
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
の
反
応
を
い
ま
日
本
で
知

る
こ
と
の
注
目
。
一
九
三
九
年
（
昭
和
十争
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ビジネスに／
ショッピングに／
ご利川ください
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講師有吉

③3 ﾉ j のマンメリー･ リノノン‘‘人財り' ' 第４回

●５月の理事会
日時／５月６日（金）７時
場所／アミーゴ
●５月のマンスリーサロン
恒例のK ､ F ､ s ､ レクリエーション
日時／５月2 9 日（日）
姫路歴史博物館・市立美術館見学
（三宮９時半集合）
●６月の理事会

場所／粘養軒（７時半）
●６月のマンスリーサロン

蓋；灘…鯵
場所／勤労会館

☆神戸ファッション市民大学ＯＢによるグループ

＜神戸のファッション都市化をめざす＞ 8 3蕪鱒噸駕劉雨L"“
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の方が、なぜ自分は仕事をしているのか
原点をふまえないと従業員も伸びない。
生きていくための金儲けの手段と考える
と、儲からないと面白くない。いつも不
平ばかりもらすことになる。そうでなく
仕事を通して人格や心の幅をつくってい
ると思うと心も身体も自然とリラックス
してくる。相手の心もそうなると不思議
に開かれてくる。
接客していても「売ろう」と思うと緊
張し髪の毛が逆立つ。「買っていただく」
という意識にたてば、自ずと相手の役に
どう立つかとソフトに対応できる。．．…・
具体例をまじえての話はまだまだ尽きな
かったが、抱腹絶倒の中にも思い当るこ
との多い講演であった。

ミ人財りミ講座も早くも４回目。今
回の講師は有吉賞さん。人間関係研
究所を主宰し、年間1 5 0 0 ～6 0 0 人の
悩みをもつ人たちとカウンセリング
を繰り返している有吉さんは、正月
２日間ほどを除いては休みなし。連
日深夜まで仕事という』情熱家。この
日も笑顔を絶やさぬ語り口で２時間
たっぷり受講会員を魅了した｡ 以下、
そのエッセンスを一・
この世の中は全て人と人との関わ
りであり、家庭も企業も商売もうま
くいくかどうかは人間関係しだい。
家族、従業員、顧客の心の動きを読

人間能で活かす道を
盲(人間関係研究所）
みとり気持を通じ合わ
すには、まず自分が真
白の画用紙になりきる
ことだ。過去体験の範
囲内で潜在意識を尺度
に物を見ると、必ず人
間関係を壊してしま
う。己が白紙になれば
相手も白紙になってく
れる。
人間の脳の働きに

コウベファッションソサエテイ

HK.Ｆ､Ｓ・news8：

餓
義
中
の
有
吉
露
先
生

I ま、人を活かす働きの人間脳、活き
るために自己中心的な考え方をする
動物脳がある。動物脳の中でも生命
維持を専らとする原始脳（アメーバ
ー) 、攻撃的・闘争的・縄張り的な
肥虫類脳（愚者) 、乳ぱなれせず与
えられた仕事をこなすだけの哨乳類
脳（凡人) 、知識を得て記‘億するだ
けの原人脳（覚者）と段階が分れる
が、我々は人間脳を生かして賢者へ
の道を歩きたい。人を物を金を活か
す、別な言葉でいうと役割志向をし
ていかなくてはダメ。
人は小細工では動かない。トップ
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、
日
ｌ
即
日
に
は
下
着
の
ア
ン

ダ
ー
カ
バ
ー
ス
ト
ー
リ
ー
な
ど

が
、
大
阪
で
は
、
日
、
ｎ
日
に
Ｅ

Ｓ
Ｔ
Ａ
ス
ト
ッ
プ
機
器
展
、
巧

蛤
日
の
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ａ
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
シ
ョ
ー
な
ど
、
大
規
模
な
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
構
想
が
京
阪
神
の

秋
を
華
や
か
に
彩
り
そ
う
だ
。

☆
シ
ア
ト
ル
・
シ
カ
ゴ
線
開
設

招
待
飛
行
に
神
戸
か
ら
も

東
京
ｌ
シ
ア
ト
ル
。
シ
カ
ゴ

線
が
４
月
１
日
か
ら
開
設
さ
れ

Ｂ
‐
７
４
７
ジ
ャ
ン
ボ
機
に
よ

る
週
３
便
の
運
航
が
開
始
さ
れ

た
。
そ
の
開
設
を
記
念
し
て
、

招
待
飛
行
が
企
画
さ
れ
、
シ
ア

ト
ル
市
及
び
ワ
シ
ン
ト
ン
州
と

密
接
な
関
係
に
あ
る
神
戸
市
や

兵
庫
県
か
ら
も
、
小
笠
原
副
知

事
は
じ
め
ク
イ
ー
ン
神
戸
な
ど

別
名
が
参
加
。
４
月
１
日
成
田

を
出
発
、
そ
の
夜
シ
ア
ト
ル
で

は
心
暖
ま
る
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が

繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
こ
の
運
航

を
機
会
に
、
姉
妹
都
市
、
姉
妹

州
と
の
交
流
が
深
ま
れ
ば
と
の

願
い
も
こ
め
ら
れ
て
い
る
。

142

☆
『
ト
リ
フ
ィ
ー
Ⅷ
』

今
秋
、
盛
大
に
開
催

京
阪
神
の
各
地
域
に
お
け
る

魅
力
あ
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
イ
ベ

ン
ト
を
一
丸
と
な
っ
て
行
な
う

主
旨
で
結
成
さ
れ
た
「
京
阪
神

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
マ
ン
ス
実
行
委

員
会
」
が
、
加
月
ｉ
ｎ
月
『
３

都
市
が
放
つ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
エ

ネ
ル
ギ
ー
』
を
テ
ー
マ
に
、
い

よ
い
よ
本
格
的
に
動
き
始
め
た

却
岬
叶
叫
蝋
》
縁
唇
淋

シ
２
ヶ
月
間

京
阪
神
３
都
市
合
同
に
よ
る
イ

ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー
の
発
行
や

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
産
業
振
興
会

議
、
地
域
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど

を
企
画
。
各
都
市
の
イ
ベ
ン
ト

の
中
で
も
、
す
で
に
、
神
戸
で

は
ｎ
月
３
，
４
日
に
ケ
ミ
カ
ル

シ
ュ
ー
ズ
見
本
市
、
記
日
に
は

コ
ウ
ベ
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ

ー
が
国
際
会
館
で
開
催
決
定
。

ま
た
京
都
で
は
ｎ
月
２
，
３
日

に
き
も
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、

ポ
ケ
ッ
ト

ジ
ャ
ー
ナ
ル

心
の
こ
も
っ
た
手
紙

こ
の
通
勤
に
毎
日
寄
せ
ら
れ
る
あ
た

た
か
い
心
の
こ
も
っ
た
手
紙
、
そ
の
一

部
を
紹
介
し
ま
す
。

◇
（
前
略
）
３
月
鵡
日
は
、
主
人
の
和

歳
の
誕
生
日
で
ご
ざ
い
ま
し
た
画
お
か

げ
さ
ま
で
元
気
に
１
年
を
過
ご
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
こ
と
を
、
喜
ん
で
い
ま

す
。
今
の
と
こ
ろ
は
、
２
人
と
も
元
気

で
お
り
ま
す
の
で
、
ま
た
１
年
を
無
事

に
暮
ら
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
心

ば
か
り
で
す
が
、
こ
の
お
金
を
お
役
立

て
く
だ
さ
い
。
（
神
戸
市
北
区
主
婦
）

◇
（
献
略
）
私
た
ち
の
隣
保
は
、
ｍ
肝

で
す
。
今
年
も
み
な
さ
ん
と
心
ば
か
り

を
送
ら
せ
て
い
た
だ
こ
』
「
と
話
し
合
っ

て
お
り
ま
し
た
。

隣
保
長
今
年
最
後
の
仕
訴
と
し
て

み
ん
な
の
献
金
を
送
ら
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
（
加
古
川
市
）

◇
３
月
型
日
は
、
次
女
の
真
帆
が
９
歳

の
お
誕
生
日
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
１
年

も
元
気
に
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
寺
じ

た
。少

額
で
す
が
感
謝
の
気
持
を
こ
め
て

送
り
ま
す
。
何
か
の
お
役
に
た
て
て
く

だ
さ
い
。
（
神
一
屋
、
主
婦
）

◇
こ
ん
に
ち
わ
、
２
回
目
で
す
。

今
回
は
、
が
年
間
に
き
た
手
紙
や
は

が
き
か
ら
古
切
手
を
全
部
切
り
取
り
ま

し
た
。
私
は
、
も
う
高
校
を
卒
業
し
、

就
職
も
決
ま
り
、
３
月
鵡
日
か
ら
は
社

会
人
で
す
。
京
都
に
い
き
、
ケ
ー
キ
を

作
っ
た
り
売
っ
た
り
す
る
の
で
す
よ
。

今
は
少
し
き
ん
ち
よ
う
ぎ
み
で
す
。
古

切
手
役
に
た
て
て
く
だ
さ
い
。

（
兵
庫
県
氷
上
郡
）

窪
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
本
部

師
神
戸
市
中
央
区
脚
辛
通
八
の
一
の
六

神
戸
国
際
会
節
一
階
の
郵
柿
高
の
隣

茸
二
五
一
’
八
一
六
一
内
線
三
一
六

一二可 Z 津一

☆
故
春
木
一
夫
さ
ん
を
偲
ぶ

大
衆
文
学
研
究
会
全
国
大
会

５
月
皿
日
（
土
）
晦
日
（
日
）
に

神
戸
で
大
衆
文
学
研
究
会
全
国

大
会
が
開
か
れ
る
。

Ｊ
騨
燕

西
支
部
長
春
木
一
夫
さ
ん
の
追

悼
会
を
兼
ね
た
も
の
。
辿
日
午

後
２
時
か
ら
神
戸
経
理
専
門
学

校
講
堂
で
追
悼
会
と
尾
崎
秀
樹

・
伊
藤
桂
一
両
氏
の
講
演
が
行

わ
れ
、
一
般
の
参
加
も
受
け
つ

け
て
い
る
（
会
費
五
百
円
）
。
そ

の
後
、
有
馬
温
泉
で
懇
親
会
を

も
ち
、
翌
日
は
垂
水
の
五
色
塚

古
墳
か
ら
須
磨
寺
を
回
る
歴
史

文
学
散
歩
。
須
磨
寺
で
は
小
池

義
人
管
長
の
講
話
と
美
代
子
夫

人
の
一
弦
琴
（
須
磨
琴
）
を
聞

く
予
定
と
な
っ
て
い
る
、

☆
大
阪
駅
に
日
本
一
の
大
ス
テ

ン
ド
グ
ラ
ス
登
場

国
鉄
大
阪
駅
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

計
画
の
一
環
と
し
て
、
こ
の
ほ

ど
中
央
コ
ン
コ
ー
ス
に
、
長
さ

印
メ
ー
ト
ル
に
も
及
ぶ
大
ス
テ

誕
生
日

あ
り
が
と
う

運
動

大ステンドグラス点灯式
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表彰式に集まった人々
に挨拶する西本さん

上
梓
、
そ
れ
に
伴
う
祝
賀
会
が

３
月
妬
日
、
県
民
会
館
で
開
か

れ
、
坂
井
兵
庫
県
知
事
を
始
め

と
す
る
約
伽
人
が
集
っ
た
。
坂

井
知
事
は
「
今
日
は
山
本
画
伯

ン
ド
グ
ラ
ス
が
完
成
、
３
月
”

日
に
点
灯
式
が
行
わ
れ
た
。

横
印
×
縦
皿
メ
ー
ト
ル
（
帥

平
方
メ
ー
ト
ル
）
は
、
東
京
駅
の

大
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
（
妬
平
方

メ
ー
ト
ル
）
を
し
の
ぐ
日
本
一

の
大
き
さ
。
国
際
都
市
・
文
化

都
市
へ
の
脱
皮
を
め
ざ
す
大
阪

の
玄
関
口
を
飾
る
に
ふ
さ
わ
し

い
。
図
柄
は
、
大
阪
の
過
去
・
現

在
・
未
来
を
象
徴
的
な
モ
チ
ー

フ
で
構
成
し
た
「
大
阪
ら
し
く

な
い
」
垢
ぬ
け
し
た
現
代
的
な

も
の
。
神
戸
在
住
の
角
卓
画
伯

と
ベ
ル
ギ
ー
の
ル
イ
・
フ
ラ
ン

セ
ン
氏
が
原
画
を
制
作
、
芸
術

院
会
員
の
井
手
宣
通
氏
が
監
修

し
た
風
格
あ
る
作
品
で
あ
る
。

☆
山
本
敏
雄
さ
ん
の
花
の
画
集

出
版
記
念
パ
ー
テ
ィ

花
を
愛
し
、
花
を
描
き
続
け

て
き
た
兵
庫
県
生
活
文
化
部
長

の
山
本
敏
雄
さ
ん
が
、
３
回
目

の
個
展
を
契
機
に
、
花
の
画
集

「
愛
（
か
な
）
し
き
も
の
よ
」
を

と
一
台
の
電
話
が
置
か
れ
曜
日

ご
と
に
担
人
の
若
い
女
性
ス
タ

ッ
フ
が
個
性
豊
か
な
お
し
ゃ
べ

り
と
Ｄ
Ｊ
を
楽
し
め
る
と
い
う

趣
向
。

□
Ｄ
Ｊ
タ
イ
ム
平
日
・
昼
／
金
暇
・
夜

冨
『
・
将
『
。
三
宮
オ
フ
ィ
ス
ピ
ル

宮
２
３
１
１
８
２
２
２

☆
神
一
戸
で
オ
ー
ル
ロ
ケ
の
映
画

「
ゆ
き
ひ
と
づ
く
し
」

神
戸
を
舞
台
に
高
校
３
年
生

が
主
人
公
の
８
ミ
リ
映
画
「
ゆ

き
ひ
と
づ
く
し
」
が
完
成
し
た

製
作
・
脚
本
・
監
督
は
、
今
春

日
本
大
学
芸
術
学
部
映
画
学
科

に
入
学
し
た
白
羽
弥
仁
さ
ん
。

「
ゆ
き
ひ
と
づ
く
し
』
と
は
去

っ
て
ゆ
く
人
ば
か
り
、
と
い
う

意
味
で
、
ス
タ
ッ
フ
も
キ
ャ
ス

ト
も
す
べ
て
学
生
、
芦
屋
と
神

戸
で
オ
ー
ル
ロ
ケ
を
行
な
っ
た

坂井知事が祝辞

ど
う
だ
ろ
う
と
考
え
て
、
募
集

し
て
み
る
と
、
予
想
以
上
の
反

響
が
あ
り
感
激
し
ま
し
た
」
と

挨
拶
。
参
加
紙
伽
校
の
う
ち
焔

校
が
受
賞
、
集
ま
っ
た
約
血
人

の
Ｐ
Ｔ
Ａ
関
係
者
は
、
各
選
考

委
員
の
助
言
を
参
考
に
さ
ら
に

充
実
し
た
紙
面
づ
く
り
を
め
ざ

し
て
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
た

☆
昼
は
ラ
イ
ト
に
夜
は
デ
ィ
ー

プ
に
、
エ
グ
ロ
放
送
局
開
局

三
宮
オ
フ
ィ
ス
街
の
レ
ス
ト

ラ
ン
「
ミ
ス
タ
ー
・
エ
グ
且

で
３
月
か
ら
ミ
ニ
放
送
局
を
開

局
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
や
若
い
女

と
呼
ば
せ
て
も
ら
い
ま
す
」
と

ユ
ー
モ
ア
一
杯
の
挨
拶
、
山
本

さ
ん
も
「
私
の
絵
は
お
手
洗
い

に
飾
ら
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多

い
」
と
和
や
か
な
会
と
な
っ
た

☆
Ｐ
⑪
Ａ
広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル

〃
明
日
っ
子
賞
″
表
彰
式

校
内
暴
力
な
ど
青
少
年
を
と

り
ま
く
問
題
が
多
い
中
で
、
学

校
と
家
庭
を
結
ぶ
パ
イ
プ
役
と

も
い
え
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
紙
の
コ

ン
ク
ー
ル
各
賞
の
表
彰
式
が
３

月
詑
日
勤
労
会
館
で
行
な
わ
れ

た
。
主
催
し
た
総
合
教
育
研
究

財
団
の
西
本
博
さ
ん
は
、
「
機
関

紙
の
作
り
方
講
座
を
作
っ
た
ら

’
143 霧

母

蝿
虐
議

花
時
計
か
ら
の
報
告

蕊
鍵

新
鮮
な
感
性
と
意
欲
い
っ
ぱ
い

の
若
手
監
督
に
大
い
に
期
待
し

た
い
。
上
映
は
７
月
の
予
定
。

助
監
督
／
大
沢
克
哉
、
新
井
豊
撮
影
／

立
花
端
之
出
演
／
辻
本
敬
仁
、
柔
垣
雅

一
、
取
坂
由
紀
子
ほ
か

☆
今
年
の
ポ
ー
ト
タ
ワ
ー
は

楽
し
さ
面
白
さ
加
年
ぶ
ん
／

神
戸
港
の
シ
ン
ボ
ル
、
ポ
ー 撮影中の白羽監督

ｆ
凸
判
軸
弔
詞

鮮
耀
鶏
．

性
に
人
気

瀞
上
昇
中
だ

率
レ
ス
ト
ラ

屋
ン
店
内
に

》
は
最
新
の

音
響
設
置

鍵
図
書

ガ
イ
ド
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／

子
ど
も
達
の
人
気
の
的
だ
。

口
主
な
催
し
は
次
の
通
り

４
月
幻
日
’
５
月
８
日
大
コ
イ
の
ぼ
り

大
会
（
幼
稚
園
児
の
手
製
コ
イ
の
ぼ
り
展

４
月
”
日
’
５
月
１
日
謝
恩
抽
せ
ん
会

豪
華
景
品
（
か
ら
く
じ
な
し
）
博
物
館

４
月
”
’
５
月
８
日
瀬
戸
内
海
航
路
各

船
会
社
に
よ
る
観
光
ポ
ス
タ
ー
展
＆
２
名

ペ
ア
招
待
乗
船
券
プ
レ
ゼ
ン
ト

５
月
３
日
生
ビ
ー
ル
早
飲
み
コ
ン
テ
ス

ト
（
展
望
台
）

５
月
３
日
１
８
日
生
ビ
ー
ル
飲
み
放
題

大
会
（
展
望
台
回
転
レ
ス
ト
ラ
ン
）

７
月
世
界
の
豪
華
客
船
展
な
ど

口
問
い
合
せ
（
社
）
神
戸
港
振
興
協
会
雷
０

７
８
（
３
９
１
）
６
７
５
１

ト
タ
ワ
ー
加
周
年
を
祝
っ
て
今

年
４
月
か
ら
来
年
３
月
ま
で
多

彩
な
催
し
を
企
画
、
特
に
５
月

は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
と
端

午
の
節
句
と
あ
っ
て
、
早
く
も

’
1４４
１

☆
海
の
宝
石
、
真
珠
の
女
王

稲
パ
ー
ル
プ
リ
ン
セ
ス
募
集

日
本
が
世
界
に
誇
る
真
珠
の

国
際
親
善
使
、
パ
ー
ル
プ
リ
ン

セ
ス
を
募
集
中
。
期
間
は
４
月

妬
日
’
５
月
皿
口
ま
で
、
応
募

資
格
は
満
年
齢
娼
歳
以
上
の
未

婚
女
性
で
、
選
考
は
書
類
、
面

接
審
査
の
後
、
６
月
Ⅳ
日
神
戸

国
際
会
議
場
で
最
終
審
査
を
行

な
う
。
審
査
委
員
に
は
、
作
家

文
化
活
動
の
構
図

文
化
を
創
る
と
い
う
こ
と

が
よ
く
語
ら
れ
る
が
、
一
口

に
創
る
と
は
い
う
が
な
か
な

か
の
こ
と
で
は
な
い
、
一
人

の
人
間
が
殆
ん
ど
生
涯
を
賭

け
執
念
深
く
活
動
を
続
け
な

け
れ
ば
文
化
を
創
る
こ
と
は

で
き
な
い
。

神
戸
生
田
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

花時計

の
陳
瞬
臣
さ
ん
ら
で
、
司
会
は

岡
田
真
澄
さ
ん
が
担
当
す
る
。

口
問
い
会
昼
中
央
区
東
町
興
社
）
日
本

真
珠
振
興
会
パ
ー
ル
プ
リ
ン
セ
ス
実
行
委

員
会
麓
３
３
１
１
４
０
３
１

ラ
ブ
と
神
戸
楠
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
が
主
催
す
る
、
第
５

回
「
東
西
狂
言
会
」
が
湊
川

神
社
の
能
楽
堂
で
開
催
さ
れ

た
。
能
狂
言
の
精
髄
を
誇
る

「
宗
論
」
と
「
釣
狐
」
と
い

う
番
組
が
く
ま
れ
て
い
る
。

既
に
５
年
間
に
亘
っ
て
狂

言
を
追
い
か
け
て
い
る
。

ま
た
、
一
方
で
は
神
戸
灘

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
「
ラ

イ
オ
ン
ズ
・
ア
ク
テ
ィ
ヴ
イ

テ
ィ
・
コ
ン
サ
ー
ト
・
シ
リ

ー
ズ
」
を
継
続
し
て
い
る
。

昭
和
側
年
ク
ラ
ブ
創
立
以
来

昭
和
記
年
ま
で
喝
年
間
、
年

間
２
．
３
回
、
主
に
新
人
の

三Ｋ三、

，
’
’
１
，
，
０
＃
，
１
０
０
０
０
：
，
’
０
，
，
．
’
１
‐
‘
‐
‐
’
１

ポートタワー

' 8 2 パール
プリンセス

六
○
ｍ
ｍ
で
○
の
『

☆
書
家
の
安
東
聖
空
先
生
が
３
月
３
日

に
死
去
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
の
か
な
文

字
の
名
鉦
家
と
し
て
香
り
高
い
作
風
が

し
の
ば
れ
ま
す
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。

☆
日
本
掻
済
新
川
神
戸
支
社
長
中
西
平

四
郎
氏
が
、
日
本
経
済
新
即
煙
を
退
社

し
、
日
本
経
済
広
告
社
（
大
阪
）
束
京

支
店
の
常
務
取
締
役
と
し
て
３
月
よ
り

勤
務
さ
れ
ま
す
。
〒
順
東
京
都
港
区
虎

ノ
門
３
ノ
ー
ノ
、
（
第
２
虎
ノ
門
電
気

ビ
ル
三
階
）
㈱
日
本
経
済
広
生
息
東
京

寺
迩
麓
関
噸
）
１
５
６
１
１
３
新
住
所

〒
町
東
京
都
杉
並
区
西
荻
北
３
ノ
調
ノ

皿
西
荻
北
ホ
ー
プ
マ
ン
シ
ョ
ン
Ⅷ
／
ま

た
後
任
に
は
内
山
和
郎
氏
が
着
任
さ
れ

ま
し
た
。

☆
読
売
新
聞
神
戸
支
局
長
の
若
狭
晃
氏

が
、
大
阪
秀
征
資
料
部
長
に
輝
荏
さ
れ

後
任
に
黒
川
満
夫
氏
が
３
月
妬
日
付
で

神
戸
支
局
長
に
着
任
さ
れ
ま
し
た
。

☆
兵
庫
県
汀
広
報
課
長
の
小
山
泰
三
氏

は
４
月
１
日
よ
り
兵
庫
県
立
近
代
美
術

館
副
館
長
に
就
任
。

★
コ
メ
デ
ィ
・
ド
・
フ
ウ
ゲ
ッ
の
今
年

第
一
弾
「
ボ
ギ
ー
／
俺
も
男
だ
」
が
５

月
岨
日
１
浬
日
、
夏
目
俊
二
演
出
で
神

戸
風
月
堂
ホ
ー
ル
に
て
公
演
。

☆
日
本
舞
踊
の
演
出
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

で
活
躍
す
る
谷
村
陽
介
氏
が
事
務
所
を

移
娠
。
〒
副
大
阪
市
北
区
堂
島
２
丁
目

１
ノ
週
丹
羽
ビ
ル
６
Ｆ
奮
妬
（
抑
）
６
６

８
５

☆
美
術
研
究
家
の
山
本
芳
樹
さ
ん
が
、

３
月
１
日
よ
り
、
綜
合
企
画
、
制
作
釜

社
の
㈱
オ
ー
ル
・
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
を

設
立
さ
れ
、
代
表
取
締
役
に
就
任
。
新

会
社
は
、
神
戸
帝
舶
央
区
北
長
狭
通
５

丁
目
１
番
２
号
麓
（
、
）
皿
０
０
７
１
代

☆
関
西
二
紀
会
の
西
村
紀
子
さ
ん
が
転

居
さ
れ
ま
し
た
。
新
住
所
〒
卸
豊
巾
市

東
豊
中
町
１
丁
目
１
ノ
３
画
“
（
剛
）
４

３
３
３

☆
本
華
泌
編
築
部
の
中
塚
恵
子
さ
ん
が
、

６
月
ｕ
日
新
阪
急
ホ
テ
ル
で
、
河
内
保

さ
ん
と
ゴ
ー
ル
イ
ン
／

☆
カ
メ
ラ
マ
ン
の
坂
上
正
治
さ
ん
が
や

４
月
３
日
に
藤
原
栄
子
さ
ん
と
ゴ
ー
ル

イ
ン
／
お
め
で
と
う
。

麓

qザ

☆
ナ
イ
ー
ブ
ア
ー
ト
を
描
く

こ
う
の
こ
の
み
展
覧
会

４
月
調
日
’
５
月
廻
日
の
間

三
宮
サ
ン
パ
ル
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー

で
こ
う
の
こ
の
み
さ
ん
の
展
覧

会
が
開
か
れ
る
。
泌
歳
の
頃
か

塘
鍵
一
繊
唖

ら
絵
本
・
雑
誌
に
童
画
を
描
き

始
め
た
こ
う
の
さ
ん
は
、
パ
リ

で
出
会
っ
た
素
朴
画
の
魅
力
に

影
響
さ
れ
、
帰
国
し
て
か
ら
個

展
を
。
稲
年
に
は
第
一
回
現
代

童
画
会
展
で
大
賞
を
受
賞
、
以

後
個
展
叫
回
、
外
遊
４
回
。
今

回
は
神
戸
の
港
風
景
を
数
点
出

品
の
予
定
。
こ
う
の
さ
ん
の
絵

筆
が
捉
え
た
〃
神
戸
″
に
期
待

奇
鶏
御
調
銅
、
叫
桝
祁
舛
脚
…
‐
‐
一

を
主
催
し
、
新
進
の
発
表
の
一

場
を
提
供
し
て
い
る
。
一

こ
の
４
月
、
娼
回
目
の
「
一

坂
本
恵
子
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ー

ル
」
が
開
催
さ
れ
た
。
一

こ
の
リ
サ
イ
タ
ル
に
出
演
一

し
た
音
楽
家
た
ち
は
い
ま
、
一

全
国
的
に
大
活
躍
で
あ
る
。
一

単
一
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ー

ブ
で
こ
れ
程
の
執
念
を
実
ら
一

せ
る
に
は
そ
れ
だ
け
の
理
由
一

が
あ
っ
た
と
思
う
。
そ
れ
は
一

と
も
か
く
も
、
こ
こ
に
文
化
一

創
造
の
構
図
を
見
る
こ
と
が
一

で
き
る
。
八
Ｙ
Ｖ
－
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る
だ
け
に
味
は
保
証
済
み
、
な

に
し
ろ
板
前
さ
ん
は
大
阪
仕
込

の
腕
の
上
、
毎
朝
三
宮
市
場
で

新
鮮
な
魚
を
目
利
き
し
て
仕
入

れ
て
い
る
。
ユ
ニ
ー
ク
な
の
は

お
か
み
さ
ん
で
、
飲
食
業
は
初

体
験
の
た
め
初
々
し
い
こ
と
こ

の
上
な
し
。

白
木
の
店
内
も
清
潔
で
、
菊

正
宗
を
傾
け
な
が
ら
、
旬
の
味

覚
を
思
う
存
分
楽
し
み
た
い
。

６
人
分
の
座
敷
も
あ
り
。

口
豆
腐
の
卸
煮
４
５
０
円
が
ん
も
ど
き

卸
煮
５
０
０
円
春
Ⅱ
か
つ
お
の
た
た
き

６
０
０
円
箱
の
子
土
佐
煮
４
０
０
円

夏
Ⅱ
こ
い
も
２
０
０
円
は
も
ち
り
９
０

０
円
日
替
り
五
葉
定
食
（
昼
）
６
０
０

円
廻
・
・
釦
Ａ
Ｍ
Ｉ
９
Ｐ
Ｍ
窟
３
９
１

１
３
４
７
０
日
祝
休

マギー・バーは女性向き

か
み
さ
ん
が
教
え
て
く
れ
た
。

や
は
り
ど
じ
ょ
う
は
身
体
に
い

い
と
客
筋
が
教
え
て
く
れ
る
。

店
を
切
り
盛
り
す
る
御
夫
婦
は

二
代
目
だ
が
、
既
に
キ
ャ
リ
ア

は
妃
年
、
店
の
た
た
ず
ま
い
と

と
も
に
歴
史
を
感
じ
る
。
し
か

し
苦
労
も
多
く
、
ど
じ
ょ
う
の

需
要
、
コ
ス
ト
の
問
題
、
日
に

１
、
２
回
の
水
の
交
換
、
料
理

の
下
ご
し
ら
え
の
手
間
な
ど
大

変
な
作
業
だ
。

冬
場
は
ス
ッ
ポ
ン
、
夏
場
は

蛙
と
、
旬
の
味
覚
も
あ
る
。

鞘

☆
ど
じ
ょ
う
の
看
板
を
掲
げ
て

西
年
「
吾
作
」

関
西
で
も
ど
じ
ょ
う
を
主
力

と
し
た
川
魚
料
理
の
店
は
珍
し

い
。
遠
く
か
ら
足
を
運
ぶ
お
客

さ
ん
も
多
い
。
「
お
医
者
の
お

客
様
が
多
い
ん
で
す
よ
」
と
お

…
鐸

び
っｵ 藤

１
１４５
１

●
神
一
戸
う
ま
い
も
ん

と
ド
リ
ン
キ
ン
グ

（
どじょうの老舗

し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
の
店

ｕ
Ａ
Ｍ
か
ら
６
Ｐ
Ｍ
ま
で
カ

フ
ェ
、
以
後
深
夜
１
時
ま
で
バ

ー
タ
イ
ム
に
変
身
。

口
柳
川
鍋
１
０
０
０
円
か
ば
焼
き
５
０

０
円
ど
じ
ょ
う
め
ん
６
０
０
円
昼
食

の
定
食
１
１
０
０
円
よ
り
中
央
区
元
町

通
２
１
７
１
即
濁
３
２
１
１
０
５
３
９

皿
．
、
釦
Ａ
Ｍ
、
Ｉ
ｍ
Ｐ
Ｍ
日
曜
休
（
但
し

月
末
の
日
照
日
は
営
業
）

★
グ
ッ
ド
ガ
ー
ル
・
グ
ッ
ド
タ

イ
ム
・
グ
ッ
ド
パ
ブ
「
マ
ギ
ー
」

ル
ン
ル
ン
気
分
を
パ
ブ
に
す

れ
ば
、
ズ
バ
リ
こ
れ
、
と
い
っ

た
店
が
２
月
に
オ
ー
プ
ン
。
場

所
は
阪
急
三
宮
駅
西
口
コ
ト
ブ

キ
ピ
ル
地
下
一
階
「
マ
ギ
ー
・

バ
ー
」
。
店
内
は
パ
ー
ル
ピ
ン

ク
で
統
一
、
飲
み
物
は
ス
ピ
リ

ッ
ッ
系
主
体
で
カ
ク
テ
ル
類
も

約
百
種
と
豊
富
。
食
べ
物
も
ピ

ザ
や
ス
パ
ゲ
テ
ィ
の
イ
タ
リ
ア

系
が
中
心
で
、
ケ
ー
キ
も
あ
り

と
ま
さ
に
ギ
ャ
ル
向
き
だ
。

蕊
蟻
§蝋

函
恥
鍔
・
》

菩
蔽
絵
亭

阪
急
三
宮
駅
西
口
前

コ
ト
プ
キ
三
宮
ピ
ル
４
Ｆ

貢
３
３
２
１
１
４
１
０

ち
ょ
っ
と
な
ぞ
な
ぞ
式
の

店
名
だ
が
「
ぱ
ら
え
て
い
」
と

呼
ぶ
。
つ
ま
り
バ
ラ
エ
テ
ィ
。

じ
ゅ
う
た
ん
の
模
様
、
ス

テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
デ
ザ
イ
ン

コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
の
ワ
イ
ポ

イ
ン
ト
、
部
屋
の
名
前
が
、

蒋
蔽
ゆ
え
、
菩
蔽
絵
亭
。
掘

ご
た
つ
付
き
の
和
室
、
異
国

情
緒
溢
れ
る
洋
室
が
興
趣
に

富
ん
で
い
る
ゆ
え
バ
ラ
エ
テ

ィ
。
あ
ち
こ
ち
に
凝
り
や
粋

を
探
す
の
も
楽
し
い
、

地
中
海
を
イ
メ
ー
ジ
す
る

;灘；
■窪

ト
ー
タ
ル
イ
ン
テ
リ
ア
に
囲

ま
れ
て
商
談
す
る
も
よ
し
、

恋
人
と
語
ら
う
も
よ
し
、
最

高
の
神
戸
牛
や
、
か
に
の
し

ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
が
堪
能
で
き
る

□
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
コ
ー
ス
４
８
０
０

円
か
に
し
や
ぶ
コ
ー
ス
５
８
０
０

円
ス
イ
ス
風
オ
リ
ー
ブ
フ
ォ
ン
デ

ュ
コ
ー
ス
５
８
０
０
円
ピ
フ
テ
キ

コ
ー
ス
４
８
０
０
円
コ
ー
ス
以
外
の

溌
濡
。
５
Ｐ
Ｍ
Ｉ
型
：
釦
Ｐ
Ｍ 異国情諸溢れて

ラ
イ
ト
感
覚
、
ヘ
ル
シ
ー
感

覚
が
一
杯
で
、
現
代
風
俗
が
生

み
だ
し
た
店
と
い
え
る
。

ロ
ス
パ
ゲ
テ
ィ
類
７
０
０
円
ピ
ザ
類
８

０
０
円
カ
ク
テ
ル
類
５
０
０
円
ｌ

宙
３
３
１
１
１
２
４
１
年
中
無
休

☆
大
衆
的
な
割
烹
料
理
が
評
判

の
御
膳
所
「
お
福
茶
屋
」

朝
日
会
館
地
下
の
あ
さ
ひ
小

路
に
お
い
し
い
食
事
処
が
２
月

に
オ
ー
プ
ン
。
昼
御
飯
時
は
満

員
盛
況
な
の
で
、
是
非
と
も
晩

に
行
く
こ
と
を
お
薦
め
し
た
い

割
烹
料
理
を
看
板
に
し
て
い割烹料理で舌鼓み

君琴

鍵！
『
国
融
騨
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１
４６
１

S ＨＯＷ
ｅ
心
弾
む
フ
ァ
ミ
リ
ア
の

マ
タ
ニ
テ
ィ
の
数
々

ピ
ン
ク
の
コ
ー
ド
レ
ー

ン
の
ジ
ャ
ン
パ
ー
ス
カ
ー

ト
や
パ
ン
ッ
ス
ー
ッ
で
オ

－
プ
ニ
ン
グ
し
た
稲
春
・
夏
フ

ァ
ミ
リ
ア
マ
タ
ニ
テ
ィ
ド
レ
ス

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
が
３
月

四
日
そ
ご
う
神
戸
店
で
催
さ
れ

た
。
マ
タ
ニ
テ
ィ
ド
レ
ス
も
ホ

ー
ム
ウ
エ
ア
か
ら
ダ
ウ
ン
、
リ

ゾ
ー
ト
、
フ
ォ
ー
マ
ル
ウ
エ
ア

と
Ｔ
Ｐ
Ｏ
に
合
わ
せ
た
バ
ラ
エ

テ
ィ
が
豊
か
。
カ
ラ
フ
ル
な
プ

リ
ン
ト
柄
や
モ
ノ
ト
ー
ン
、
子

灘
ｉ
調
．
》
…
〃
》
‐

蝿鍵菖蕊

蒜
I銘

鰯‘鵠。薯、
･子

蕊
モデルも社員です

供
と
ペ
ア
の
チ
ェ
ッ
ク
等
約
加

点
は
ど
れ
も
上
品
で
フ
ァ
ミ
リ

ア
ら
し
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
。
加
名

の
モ
デ
ル
聯
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
企

画
等
全
て
が
社
員
に
よ
る
手
づ

く
り
の
暖
か
い
シ
ョ
ー
だ
っ
た

ＳＨＯＰ
⑧
風
月
堂
か
ら
３
月
別
日

ル
ナ
コ
ウ
ベ
誕
生

明
治
末
期
か
ら
神
戸
っ

子
に
親
し
ま
れ
て
き
た

「
風
月
堂
」
の
ア
イ
ス
ク
リ

－
ム
。
そ
の
専
門
店
『
ル
ナ
コ
ウ

ベ
』
が
生
田
前
筋
に
オ
ー
プ
ン
。
iii議

ルナコウベ

●
メ
ニ
ュ
１
１
は
、
王
女
ル
ナ
（
バ

ニ
ラ
）
サ
ニ
ー
Ｉ
太
陽
（
ミ
ン

ト
・
チ
ッ
プ
）
な
ど
に
咽
星
座

を
名
づ
け
た
ア
イ
ス
ク
リ
ー
・
ム

や
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト
、
ケ
ー
キ
類

で
、
店
内
は
フ
ァ
ン
タ
ジ
ッ
ク

な
ム
ー
ド
に
包
ま
れ
て
、
爽
や

か
な
デ
ビ
ュ
ー
に
ふ
さ
わ
し

い
。
お
持
ち
帰
り
用
の
デ
ザ
ー

ト
類
も
あ
り
、
喫
茶
室
で
は
、

ゆ
っ
く
り
と
く
つ
ろ
ぎ
な
が
ら

歓
談
も
で
き
る
。
雷
３
３
２
：

０
４
５
５

ＯＰＥＮ
●
ス
イ
ス
か
ら
来
ま
し
た

「
ラ
ン
ド
ル
ト
の
店
』

ス
イ
ス
・
チ
ュ
ー
リ
ヒ

湖
畔
の
ス
テ
フ
プ
に
住
む

ラ
ン
ド
ル
ト
家
の
手
作
り

菓
子
を
味
わ
い
な
が
ら
、
ラ
ン

ド
ル
ト
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
さ
わ

や
か
な
幕
し
ぶ
り
や
陽
気
な
人

生
の
コ
ツ
を
学
ぼ
う
と
い
う
ユ

ニ
ー
ク
な
『
・
ラ
ン
ド
ル
ト
・
ブ

｡&"１Ｍ#・
ｓＷ雛捌:ヅ
ンルつ員発ハア
セトけの足会ミ
プのる入・費リ
ト店呉会店無Ｉ
はヒラも頭料の
弓のン受で、′会
ココドけ会も ｰ

ン
ヴ
ィ
ー
ヴ
‐
〈
仲
間
と
一
緒
に

食
べ
る
楽
し
さ
を
…
）
。
と
か
く

人
間
と
人
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
失
い
が
ち
な
現
代
人

へ
、
お
菓
子
を
通
じ
て
触
れ
合

い
の
場
を
提
供
し
よ
う
と
㈱
モ

ロ
ゾ
フ
・
ラ
ン
ド
ル
ト
事
業
部

も
Ｐ
Ｒ
に
熱
心
だ
。

ラ
ン
ド
ル
ト
神
戸
店
／
神
戸
大
丸
Ｂ
１
Ｆ

⑥
若
手
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
登
塘

凹
皿
サ
ノ
ヘ
”
ｌ
細
秋
・
冬
プ
レ
タ

＆
ロ
ポ
ル
テ
ご
予
約
会
は
３
回
鼎
、
鵡

凡
品
Ｈ
の
両
日
元
町
１
番
街
ヌ
ー
ベ
ル

■
Ｌ
サ
ノ
ヘ
の
２
Ｆ
で
仙
さ
れ
た
。

臣
。
蒋
手
の
Ｊ
マ
ル
ク
・
シ
ア
ン
は

色
使
い
、
デ
ザ
イ
ン
と
も
新
鮮
で

お
し
ゃ
れ
心
が
楽
し
い
。

デ
ザ
・
‐
ブ
ル
は
ジ
ャ
ー
ジ
ｉ
を
染
材
に

し
た
品
の
良
い
ス
・
・
シ
、
シ
・
Ｉ
プ
を
雛
材

に
し
た
ブ
ル
ゾ
ン
や
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
は
ジ
ャ

ン
・
ペ
カ
レ
ル
の
得
意
と
す
る
と
こ
ろ

だ
。
ダ
プ
ル
フ
ニ
イ
ス
一
枚
仕
立
て
の
コ

ー
ト
を
専
門
に
発
変
す
る
パ
ー
ミ
イ
、
卜

ア
ロ
ー
ド
サ
ノ
ヘ
で
春
“
夏
よ
り
迩
場
の

ベ
ッ
ペ
・
ポ
ン
デ
ィ
、
華
麗
な
イ
ヴ
ニ
ン

グ
ド
レ
ス
の
ア
ナ
ベ
ル
ら
が
紹
介
さ
れ
た

みえる
ワンピース

ほっそり

●
一
歩
深
い
パ
リ
の
姿
を
伝
え
た
油
彩
展

さ
る
３
月
鱈
ｌ
ｍ
Ｈ
、
北
野
坂
の
ダ
イ

ア
モ
ン
ド
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
菅
原
沈
人
両
伯

の
滞
欧
作
品
展
が
鮒
か
れ
た
。
菅
蝋
さ
ん

は
先
頃
６
皮
目
の
渡
欧
か
ら
帰
勺
た
ば
か

灘蕊ｉ
菅原洗人画伯

り
。
今
・
同
は
パ
リ
を
拠
点
に
、
ベ
ニ
ス
、

グ
ラ
ナ
グ
、
ト
レ
ド
等
、
そ
れ
ぞ
れ
に
特

徴
あ
る
街
を
も
訪
れ
、
窓
欲
的
な
創
作
活

動
を
。
３
匹
の
鮒
と
暮
す
パ
リ
で
は
ユ

歩
深
い
街
の
姿
を
描
い
て
い
ま
す
」
と
。

初
日
に
は
西
村
功
画
伯
も
溌
沈
に
訪
れ
、

爽
や
か
な
会
諦
が
交
わ
さ
れ
て
い
た
。

ＳＰＥＣＩＡＬＭＥＳＳＡＧＥ

神戸百店会だより
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愚雛翰＝，禽鍵

⑧神戸らしく着飾る楽しみを
亀甲文世さんくサンミヨシヤ店長＞
ラインの美しい正統派ファッションで

着々と人気を集めている天野武文氏の商
品を昨年から扱っている大丸前サンミヨ
シヤの亀甲さんは、天野さんの服に惚れ
込み、地元にも地方にもファンを増やし
たいと意欲的。「大切な時に着ていただ
く服だから度々店で商品を見て、余裕を
もって選んで下さいね」と気さくなアド
バイザーだ。

ＰＥＯＰＬＥ〈９＞．
Ｉ

罰盤、

鴬
蚕

露鴬面
引
ｕ

③
第
２
回
神
戸
ベ
ス
ト
ド
レ

ッ
サ
ー
ズ
大
賞
が
決
定
／

さ
る
３
月
別
・
皿
日
、
さ

ん
プ
ラ
ザ
３
Ｆ
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
パ
ー
ク
で
第
２
回
神
戸
ベ

ス
ト
ド
レ
ッ
サ
ー
ズ
大
賞
の

選
考
が
行
わ
れ
た
。
東
京
中

心
に
片
寄
り
が
ち
の
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
界
だ
が
、
関
西
の
お

酒
落
な
女
性
達
を
発
掘
し
、

活
躍
の
場
を
提
供
し
よ
う
と

い
う
主
旨
で
始
ま
っ
た
も
の

で
主
催
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
パ

ー
ク
。
応
募
総
数
刈
名
の
う

ち
訓
名
が
コ
ン
テ
ス
ト
に
出

場
、
以
下
は
受
賞
者
。

大
賞
／
浜
田
有
紀

八
神
一
Ｐ
女
学
院
一
回
姫
Ｖ

副
賞
／
園
城
寺
雅
美
八
主
婦
Ｖ

市
村
満
寿
美
八
家
事
手
伝
い
Ｖ

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
パ
ー
ク
賞
／

向
井
三
貴
、
敢
闘
賞
／
有
園

；

の
を
ご
存
知
で
す
か
。
ち
ょ
っ
と

し
た
パ
ー
テ
ィ
ー
に
、
食
卓
を
彩

り
ま
す
。
（
３
３
２
）
５
３
６
１

●
リ
ザ
の
リ
ゾ
ー
ト
・
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
が
５
月
加
・
理
日
、
午
後
５

時
半
か
ら
本
店
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
フ
ロ

ア
ー
で
開
か
れ
ま
す
。
パ
ー
テ
ィ

ー
形
式
で
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
ま

す
。
詳
し
く
は
本
店
／
セ
ン
ク
ー

プ
ラ
ザ
３
Ｆ
（
３
９
１
）
６
８
０

６
へ
。

●
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー

５
月
の
予
定
は
以
下
の
通
り
や
５

／
３
１
８
／
フ
ラ
ン
ポ
ア
ー
ズ
・

フ
ロ
ー
ラ
、
パ
ン
フ
ラ
ワ
ー
腿
や

、
、
Ｉ
躯
／
彩
の
会
洋
画
展
◆
Ⅳ
１

浬
／
八
方
隆
明
他
四
人
展
令
塑
ｌ

”
／
緋
の
会
洋
画
展

●
セ
ン
タ
ー
好
Ｄ
コ
マ
ソ
ヤ
ま
皮

鯉

畷I強

譲
雰．

驚灘！識
》

毎
邑
、
中
川
衣
裳
店
、
妬
礼
衣

ヂ
Ｌ
裳
の
展
示
・
予
約
会
は
５

円
月
”
日
、
、
時
１
ｍ
時
ま

ｍ
郷
継
継
撫
馴

の
イ
ク
シ
マ
ヤ
の
テ
ナ
ン
ト
ピ
ル

は
エ
キ
ゾ
テ
ィ
ッ
ク
な
鉄
筋
４
階

建
。
６
月
に
竣
工
予
定
。
現
在
テ

ナ
ン
ト
を
募
築
中
。
詳
し
く
は
イ

ク
シ
マ
ヤ
（
３
３
１
）
２
４
１
５
へ

●
ベ
ニ
ヤ
自
由
ケ
丘
店
が
５
月
１

日
に
オ
ー
プ
ン
。
ア
ル
フ
ァ
キ
ュ

ー
ピ
ッ
ク
、
レ
ノ
マ
、
デ
ィ
オ
ー

ル
ス
ポ
ー
ツ
を
中
心
に
展
開
す
る

東
京
都
目
黒
区
自
由
ケ
丘
８
１
鯉

（
０
３
）
７
２
４
１
８
８
８
８

●
ブ
テ
ィ
ッ
ク
・
サ
ン
ミ
ヨ
シ
ヤ

に
テ
ー
ブ
ル
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
に
欠

灘 醗唇，

●｢ ランドルトの店｣ のお菓子を
手づくりの心を大切にしたお
菓子をステキな仲間といっしょ
に食べる…そんな楽しさを提供
する「ランドルトの店」からオ
ープン記念にアーベントロート
( ￥3 0 0 0 ) とランドルト・ファミ
リーの会のメソバーズカードを
5 名様にプレゼント。（商品は
写真とは異ります）

⑳ユーハイムからフロリアーナ
アーモンドの粉がたっぷり入
ったパタースポンジ生地をソフ
トに焼きあげた香ばしいお菓子
" フロリアーナ. ' はこの春新発売
アーモンドスライスを飾ったア
ーモンドタイプとマロンの入っ
たマロンタイプの二種類。￥
2 0 0 0 の詰め合せを５名棟に。引
き換えは６月2 5 日まで本店で。

応
募
方
法
⑬
薬
書
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
希

望
す
る
商
品
名
を
明
記
の
上
、
神
戸
市
中
央
区
束
町

畑
１
１
大
神
ピ
ル
７
Ｆ
「
月
刊
神
戸
っ
子
」
神
戸
百

▼
店
会
プ
レ
ゼ
ン
ト
係
ま
で
ご
応
募
下
さ
い
。
５
月
加

日
消
印
ま
で
有
効
で
す
。
当
選
者
に
は
神
戸
っ
子
か

ら
当
選
葉
書
を
発
送
、
葉
書
を
持
っ
て
お
店
ま
で
、

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
受
け
取
り
に
お
出
か
け
下
さ
い
。

令
蝿
騨
涛
鯉

P ＲＥＳＥＮＴ
ｍＲＮＥＲ
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